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◆マイナンバー制度の問題点、◆生活保

護の住宅扶助、冬季加算削減の影響は、

◆小中学校にエアコンを設置せよ、◆市

道の維持管理と水口町泉の地下道問題、

◆地場産業お茶づくり後継者対策等 

 

問 

消
防
水
利
の
責
任
は
自
治
体
に
あ
る
。
消

火
栓
や
格
納
箱
の
点
検
は
日
常
的
に
自
治
会
等

が
実
施
し
て
い
る
が
、
消
防
ホ
ー
ス
な
ど
は
更
新

さ
れ
て
い
る
か
。
蓋
の
な
い
防
火
水
槽
は
ど
れ
だ

け
か
。
地
下
埋
設
に
移
行
す
る
計
画
は
。
消
防
車

両
の
更
新
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
消
防
団
の
確
保
は
。

 

危
機
・
安
全
管
理
統
括
監 

市
内
の
消
火
栓
・

防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
水
利
は
３
７
６
７
ヵ
所
。

消
火
栓
の
実
態
つ
い
て
は
数
が
多
い
こ
と
も
あ

っ
て
市
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。
防
火
水
槽
は

５
２
２
基
、
う
ち
蓋
の
な
い
の
は
１
０
８
基
。
消

防
車
両
更
新
基
準
は
２０
年
以
上
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
は
１８
年
以
上
で
実
施
。
デ
ジ
タ
ル
化
は
今

年
ポ
ン
プ
自
動
車
２０
台
に
受
令
機
を
配
備
予

定
。
団
員
は
、
年
々
減
少
し
現
在
１
１
６
８
名
。

 

問 

消
防
ホ
ー
ス
は
製
造
年
か
ら
１０
年
過
ぎ

る
と
３
年
毎
の
耐
圧
試
験
が
必
要
、
製
造
年
を
把

握
し
て
い
る
か
。 

 

危
機
・
安
全
管
理
統
括
監 

製
造
年
は
把
握
し

て
い
な
い
。
地
域
の
消
火
栓
ホ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
耐
圧
試
験
義
務
化
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

が
、
有
事
の
際
に
使
用
で
き
る
よ
う
周
知
す
る
。

 

問 

実
際
に
調
べ
る
と
、
製
造
か
ら
４０
年
と

い
う
ホ
ー
ス
が
続
々
。
こ
れ
で
は
安
全
は
図
れ
な

い
。
実
態
調
査
を
行
い
、
改
善
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。 

 

危
機
・
安
全
管
理
統
括
監 

調
査
し
、
対
応
し

た
い
。 

■日本共産党「無料法律相談」開設中■ 毎月第３水曜日午後７時から（予約制）お問合せは、各議員へ 

 ◆戦争法案に対する市長の所信、◆新

規就農者への市として特別の支援策を、

◆市管理の運動施設の維持管理の改善

を、◆信楽町にグランドゴルフ専用グラン

ドを 

 ◆消防防災力向上へ消防資器材の拡

充と人員確保について、◆空き家対策、

特に環境問題について、◆市の附属機関

の会議の公開に対する指針、◆国保の財

政運営の責任を県が担うことについて 

 

問 

年
金
機
構
の
情
報
が
流
失
す
る
な
か
、
今

年
10
月
か
ら
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま

る
、
情
報
漏
洩
、
不
正
使
用
な
ど
の
対
策
は
。 

総
合
政
策
部
長 

分
散
管
理
と
し
、
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
を
図
る
。 

問 

３
年
保
護
費
が
削
減
さ
れ
暮
ら
し
は
た

い
へ
ん
。
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
削
減
の
影
響

は
。 健

康
福
祉
部
長 

住
宅
扶
助
の
177
世
帯
の
う

ち
、
71
世
帯
で
月
額
34
万
円
の
削
減
と
な
る
。

問 

４
回
目
の
質
問
だ
、
小
中
学
校
の
エ
ア
コ

ン
を
来
年
度
設
置
せ
よ
。 

教
育
長 

引
き
続
き
調
査
は
す
る
が
、
来
年
度

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。 

問 

泉
の
陥
没
原
因
と
地
下
道
の
今
後
は
。 

建
設
部
長 

地
下
排
水
路
の
経
年
劣
化
に
よ

り
水
が
漏
れ
だ
し
陥
没
し
た
。
地
下
道
は
滋
賀
国

道
事
務
所
に
よ
る
と
国
道
１
号
第
２
工
区
４
車

線
化
に
あ
わ
せ
進
め
る
と
の
こ
と
。 

下
水
道
部
長 

陥
没
後
11
路
線
９
Km
を
確

認
、
今
後
も
定
期
的
に
点
検
す
る
。 

 

問 

地
場
産
業
お
茶
づ
く
り
の
後
継
者
推
移

と
対
策
、
耕
作
放
棄
の
茶
園
対
策
を
問
う
。 

産
業
経
済
部
長 

茶
価
の
低
迷
な
ど
か
ら
市

内
茶
栽
培
農
家
は
Ｈ
７
年
419
戸
か
ら
177
経
営

体
。
耕
作
放
棄
地
は
４
年
間
で
１
ha
増
加
、
利

用
権
設
定
や
国
の
耕
作
放
棄
地
再
生
事
業
、
茶
園

改
植
事
業
な
ど
を
活
用
し
解
消
に
努
め
る 

 

問 

戦
争
法
案
の
本
質
は
、
日
本
を
「
海
外
で

戦
争
す
る
国
」
に
す
る
も
の
で
、
戦
後
日
本
の
安

全
保
障
政
策
を
百
八
十
度
転
換
し
、
憲
法
と
立
憲

主
義
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
る
。
法
案
に
つ
い

て
の
所
見
を
問
う
。 

市
長 

戦
後
日
本
の
平
和
国
家
と
し
て
の
歩

み
を
傷
つ
け
て
は
い
け
な
い
と
危
機
感
を
感
じ

る
。
国
民
の
総
意
の
も
と
に
方
向
付
け
ら
れ
る
こ

と
が
何
よ
り
肝
要
で
あ
る 

問 

新
規
就
農
者
へ
の
課
題
、
先
を
見
通
し
た

独
自
の
支
援
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

産
業
経
済
部
長 

集
落
と
の
合
意
形
成
が
課

題
。
個
々
の
就
農
希
望
者
と
の
相
談
活
動
で
国
の

交
付
金
制
度
な
ど
各
種
支
援
策
を
活
用
し
て
い

く
。
市
独
自
の
上
乗
せ
は
考
え
て
な
い
。 

問 

市
内
運
動
公
園
、
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
状
況

は
。
信
楽
運
動
公
園
は
年
２
回
の
業
者
整
備
以
外

は
日
常
的
に
は
利
用
者
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
あ

と
１
回
業
者
整
備
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う

利
用
者
の
声
に
ど
う
応
え
る
の
か
。 

建
設
部
長 

年
２
回
は
増
や
せ
な
い
が
、
公
園

作
業
員
、
市
の
職
員
で
対
応
し
て
い
く
。 

問 
信
楽
町
、
甲
賀
町
に
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

専
用
グ
ラ
ン
ド
が
無
く
、
利
用
者
の
強
い
要
望
が

あ
る
。
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

教
育
部
長 
現
在
整
備
予
定
は
な
い
が
、
ま
ず

は
利
用
状
況
の
精
査
を
行
っ
て
い
く
。 

平成26年度 平成27年度 増減

均等割 25,000 23,600 ▲1,400

平等割 20,000 20,000

所得割 7.00% 6.80% ▲0.20％

均等割 7,500 7,500

平等割 6,300 6,300

所得割 2.40% 2.40%

均等割 8,900 9,600 700

平等割 5,900 6,600 700

所得割 1.90% 2.10% 0.20%

区分

医療分

後期高齢者
支援分

介護分

介護保険料第一段階（生活保護

受給者又は老齢福祉年金受給者で

世帯全員が市民税非課税世帯、世

帯全員が非課税で前年度の合計所

得金額と課税年金収入の合計額が

80 万円以下の場合）の介護保険料

29,196 円 ⇒ 26,160 円／年

  ▲３，０３６ 

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
を
引
下

げ
て
…
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
６
月
議
会
で
は
わ
ず
か
で
す
が

減
額
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
左
表
参
照
。

ま
た
介
護
保
険
料
は
、
所
得
階
層
が

第
一
段
階
の
人
は
、
現
行
２
９
，
１

９
６
円
が
向
こ
う
三
年
間
２
６
，
１

６
０
円
に
、
単
年
で
は
３
，
０
３
６

円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。 


